
第３９回スポーツリレートーク 

５月２８日（土） １９時～２１時 

場所 仙台市生涯学習支援センター 第一セミナー室Ａ 

テーマ 「地域と地域の子どもたちのために」 

講師 プロ野球独立リーグ ＢＣリーグ代表 村山 哲二 氏 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

【はじめに】 

 仙台に来るのは約２年ぶりです。前回（２０１４年）には、サッカーのアルビレックス新潟とベガル

タ仙台のボランティア同士の花を通じた交流の話しをしました。私自身そんな話題もあり仙台が大好き

なのですが、実はユアスタでのゲームをみたことがありませんでした。今日（５月２８日）は楽天イー

グルス、明日（５月２９日）はベガルタとアルビレックスの試合があるということで楽しみにこちらに

来ました。 

 

 ２年ぶりにｋｏｂｏスタに来て、大規模なグッズショップ、ドーム、観覧車が出来、グランドは天然

芝になっていました。昨日も今日も約２６，０００人の観客、最下位でもこれだけきてくれるという事

は球団スタッフが、寝食を忘れて働いているからだと思います。スタジアムでは感じたのは仙台の人々

が楽天を守ろうとしていることでした。 

 

【日本の野球界】 

 野球界は閉鎖的です。つい先ごろ日本野球協議会ができ、その普及振興委員会に参加してきました。

そこで今の日本で野球に関わる子どもたちが激減していることに対策をたてるということで、小中学校

で野球をしている子供の数を調べたところ、出てきませんでした。つまり横串にさされていないために

数字がでないということが成果でした。 

 

 サッカーと野球の違いは何か、その一番の差は何かというと、日本のプロ野球には明確なゴールがな

いことだと思います。サッカーには２００５宣言という明確なゴールがあり、「ワールドカップを日本で

開催して優勝する」「サッカーファミリーを１，０００万人にする」と宣言しています。 

 野球界はヒト、モノ、カネのそれぞれが寸断されていて、子どもたちの夢が実現しにくく、せっかく

のトップリーグのスキルが浸透していません。 



 一番大切なことは、野球に関わる 

全ての人が共通のゴールを持ち、 

かなえるようにすることだと思います。 

明日を変えることに労をいとわない 

ことが大切なのです。 

 

【Ｂリーグがはじまる】 

 今年の９月からいよいよバスケット 

のＢリーグが始まります。私はこの 

リーグはサッカー、野球以上のものに 

なる可能性があると思います。 

サッカーは２３年前に１０チームから 

はじまり現在５３チーム。 

ＮＰＢは５６年間ずっと１２チーム。 

バスケットは、１１年前にプロを目指し 

ｂｊリーグが６チームでスタートし、 

今回Ｂ１が１８チーム、Ｂ２も１８チー 

ム、そしてＢ３が９チームの合計４５ 

チームでスタートします。 

これまで BJリーグと日本バスケット 

ボール協会は、運営面、資金面、 

マーケティング面等でお互いの立場を 

守ろうと反発していましたが、 

川渕氏の就任によって、統一したゴール 

を持つことができました。ＢリーグはＪリーグでの経験をいかし、マーケティングでは全チーム共通で

会員データーを活用し、ファンの消費行動を分析できたり、ソフトバンクをはじめとするスポンサーと

の連携により、中継が大はばに増えることが予測されます。トップリーグの１部では運営費は５億と考

えられ、これまでの２億から３億からハードルが高くなります。また、観客数やスポンサー収入、ＳＮ

Ｓの会員数までさまざまな評価基準を設けて、各チームの取組を促しています。 

 

【ＢＣリーグについて】 

                           

 

 

 

 

 

 



 ＢＣリーグは今８チームで、２０１７年に１０チーム 

になることが決定しています。その後１２チームとなり 

ＮＰＢと同じチーム数になる予定です。今年はＮＰＢと 

の交流戦がジャアンツの３軍も含めて４８試合あり、 

大変活発になってきています。 

 ＮＰＢでは、ソフトバンクが資金力を活かして抜群の 

強さをみせていて、両リーグを通じても１強１１弱とい 

う構図になっています。既にきちんとピラミッドを 

つくり９年経過してその育成の差がおおきく出てきて 

いると思います。私達は野球というビジネスを通じて、独立リーグを偉大なマイナーリーグにしたいの

です。 

 ＢＣリーグの選手たちは、もちろんトップリーグの選手になることを目標にしています。けれど、実

際に指名を受けられるのは年に数パーセントでしかありません。このため、ＢＣリーグでは子どもたち

の見本になるよう、茶髪やひげを禁止し、きたないヤジや、緩慢なプレーなどにも注意し、常に全力で

プレーするように指導しています。同時にリーグ全体で社会人としてのマナーや、スキルアップのため

にパソコンなどの研修も実施し、一定期間選手として活動したのち残念ながらリタイヤした場合には、

スポンサー企業などに推薦し、雇用してもらう仕組みを作っています。企業も地域の有力企業や上場企

業も多く、高校を卒業して大学や企業チームに進み就職するよりも、条件の良いところに勤めることが

できます。就職率も高いことで、進学するか、企業チームに行くか迷うような場合にＢＣリーグを選ん

でもらうポイントになっています。 

 今後、少子高齢化の進む日本以上に、経済成長も高く人口も増加しているアジアは、野球にとっての

有望なマーケットになります。既に中国や東南アジアに行っている指導者もいますが、今後はＢＣリー

グとしても各国から一定の素質のある選手を受け入れたいと考えています。 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ＢＣリーグの理念とミキトＡＥＤプロジェクトについて】 

 最期にさきほどふれたＢＣリーグ 

のめざすべきゴールについてお話し 

したいと思います。 

 もともと、２００７年にリーグ 

を立ち上げようとした際に、４ 

チームでスタートしようとしまし 

たが、最後の段階になって石川が 

厳しいということになり、一度は 

あきらめようとした時がありまし 

た。その時に届いたのがミキト君 

の母親からの一枚のはがきでした。 

＜映像＞ 

 判断にこまったときに立ち返る 

ものがＢＣＬ憲章です。選手や 

指導者だけでなく、私達経営者も、何かあったときには、その判断が憲章にそったものかどうか確認す

ることができます。 

【BCL憲章～地域と、地域の子供たちのために～】 

BCリーグは、地域の子供たちを、地域とともに育てることが使命である。 

BCリーグは、常に全力のプレーを行う事により、地域と、地域の子供たちに夢を与える。 

BCリーグは、常にフェアプレーを行う事により、地域と、地域の子供たちに夢を与える。 

BCリーグは、球場の内外を問わず、地域と、地域の子供たちの規範となる。 

 

 本日はどうもありがとうございました。 

 

 


